アンヌ・エベール『シロカツオドリ』の海景 : ポエジーとサスペンスのあいだで by 小倉 和子 et al.
1．はじめに
ケベックを代表する作家のひとりであるアンヌ・エベール (Anne Hébert,



















































このうち，スティーヴンズによって書かれた第 2 部と第 6 部は，フロ
リダで生活を共にしていたマイケル・ホッチキス宛の「手紙」，その他
（ただし第 5 章を除く）は「書物」と銘打たれている．また，第 2, 3, 4 部
は 1936 年夏に，最初と最後の部分は出来事から 46 年後の 1982 年秋に
書かれており，第 5 章だけは日付がない．






























































































ないだろう．学名 Morus bassanus，英語で Northern gannet と呼ばれ
るこの渡り鳥は，フランス語では Fou de Bassan である．30 メートル上



































































そして，風は嵐を呼び起こすこともある．1936 年 8 月 31 日は，その















































































































































































































2) Patricia Louette, « Les voies / voix du désir dans Les Fous de Bassan
d’Anne Hébert », in Anne Hébert, parcours d’une œuvre, Actes du
colloque de la Sorbonne, L’Hexagone, 1997 他．
3) Janet M. Paterson, « L’envolée de l’écriture : les Fous de Bassan d’Anne
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Hébert », Voix et Images, vol. 9, nº 3, printemps 1984 他．
4) Neil B. Bishop, « Distance, point de vue, voix et idéologie dans les
Fous de Bassan d’Anne Hébert », Voix et Images, vol. 9, nº 2, hiver 1984
他．
5) Arlette Bouloumié, « Espace du corps et corps du désir dans Les Fous
de Bassan d’Anne Hébert », in L’écriture du corps dans la littérature
québécoise depuis 1980, Presses universitaires de Limoges, coll. « Espaces
Humains », 2007 他．
6) 著者は「はしがき」で，この架空の土地には，セントローレンス河およびそ
の湾と島々に関するあらゆる個人的記憶が溶け合っていると断っている．




9) Charles Perrault, Histoires ou Contes du temps passé, 1697.
10) こうした小物が男性性の象徴と解せることは精神分析家たちの指摘をまたな
い．














ている．Voir Marilyn Randall, « Les énigmes des Fous de Bassan :
féminisme, narration et clôture », Voix et Images, 43, automne 1989,
p. 68.
17) とはいえ，1987 年制作の Yves Simoneau 監督による映画において，海を
見下ろす教会に附属した画廊で回想しているのが牧師ではなくスティーヴンズ
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であるのは，大胆すぎる解釈で，原作に忠実とはいいがたい．
＊この研究は，立教大学観光学部の学部研究費による助成を受けたプロジェク
ト研究「フランス語圏文学と風景」の一部である．また，筆者は今年度国際
センター派遣研究員としてシェルブルック大学のアンヌ＝エベール・センタ
ーを訪問した際，貴重な資料を多数見せていただいた．この場を借りて，御
礼を申し上げたい．
57
アンヌ・エベール『シロカツオドリ』の海景
